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  具体的な企画実施 

   (1) 入学案内 
世界的な環境問題に関心が向かう中、紙資源削減や経費削減の観点から、パンフ

レットの冊数を必要最小限に絞り込み、配布校につきましてもマーケティングを

行い効率的な広報活動を行って参りました。 
コロナ渦という環境におきまして、遠方から来校が困難な学生及び外出に抵抗が

ある学生を対象にオンラインでの学校紹介を行って参りました。 

 

   (2) 学校訪問 

    2020 年度は 4～5 月の緊急事態宣言により休校となったため、6 月より開始。 
コロナ禍により東日本エリアの会場説明会 32 会場が中止となり、13 会場参加と

少ない開催となったが、参加時に周辺高校への訪問を実施した。 
通学圏内である 1 都 3 県の高校および指定校日本語学校の訪問を強化し、在校生

ポスターや OC ポスター等を持参し、認知度強化に努めた。 
 

  (3) IT 関係 

     今年度は、昨年に引き続きクラウドサービスの充実を図り、オンラインでの出願

面接やガイダンス等デジタル化を推し進めました。 

     SEO 及びリスティング広告等 web 関係での露出を増やす取り組みを実施。 
    コロナ渦という社会環境を踏まえデジタル化推し進め、特にターゲットである高

校生の必需品であるスマートフォンにおける情報掲載に力を入れて参りました。 

 

   (4) にっかせんニュース配信 

     資料請求者に、クラウドサービスを利用したデジタルフライヤー(PDF にした 
     学校ニュース)を制作し、メール配信を行い、体験入学及び特別講習会の動員を 

     増やす。 

 

    (5) 学校案内 

     学校案内マイナーチェンジをし、他校との差別化を図る。 

     経費削減の観点から、発注数を絞り込み在庫管理を徹底し費用対効果を意識した

高校及び登録家庭科担当教諭に送付する案内活動を行って参りました。 
     在校生･卒業生の出身校への学生ポスター掲示を依頼する。 

 

    (6) 教師派遣授業 

     本校に直接依頼及び業者からの依頼も含めて出来る限り協力する。 
     ８月、２月に開催している教諭対象講習会を活用し、参加された教諭に告知活動

を実施。 

 

(7) 留学生対策(日本語学校入学留学生激減と今後の状況によりプラン随時作成 

     実施) 

     ○進学情報誌主催の説明会に参加。 

         ○日本語学校へ直接アプローチを行い、日本語学校での説明会の実施。 

     ○担当者 2 名で継続フォローを実施する。 



     ○担当者依頼に事務所全員で対応できるようにする。 

 

 Ⅰ 各局計画 

 

  教育局 

   厳しい社会情勢の中、2021 年度も更に良い学生を育てられるように、授業内容の 

   見直し、教育局業務の分析と合理的な作成を基に授業の充実をしていく。 

   教育局職員が、各自それぞれが今まで以上に目的意識を持ち、知恵を出し合い、 
   一致協力し、教育局の行動が学校パワーの源として機能的に進むように進めたい。 

    

   (1) 機能的な授業の確立 

    a. 指導要綱、時代に即した教育方法の内容の手直し、フレキシブルなより魅力 
      ある授業作りの完成。 

    b. 学生指導(挨拶、衛生管理)の徹底と統一指導要綱、試験問題作りの確立。 

    c. 本校職員の対外的評価、高水準の維持。 

    d. 留学生増加に伴う学校受け入れシステムの確立。 

 

   (2) 職員個人能力発揮の機会環境の整備 

    a. 若手職員の能力促進。可能性の実現への環境整備。     
        b. 女性幹部候補生の育成。 

    c. 個々の技能資質の向上を目指す。(技術資格取得：技能士、選和菓子職等、 

     コンテストへの参加促進、講習会、研修会への参加。) 

    d. 職員の個々の仕事の責任、自信の保持。 

 

   (3) 教育局職員の日常モラル(挨拶、服装身だしなみ、協調性等)の向上、服務規程 
     の遵守、励行。 

 

   (4) 各局間の話し合いによる業務の連携合理化の強化。 

 

  1. 教育部 

   (1) 学生指導 

      教育方針(学生手帳) 

   ①基礎知識、基礎技術の習得に努める。 

   ②製菓衛生師、菓子製造技能士の資格取得に備え、実力強化に努める。 

   ③衛生思想の徹底と実践に努める。 

   ④プロとしての自覚と行動力、時代に対応でき、実践に役立つ業界人を育てる。 

 

   (2) 製菓技術学科、製パン技術学科基本方針 

   ①人材の育成と挨拶、活力ある職場作りに努める。 

   ②安全及び食品衛生の充実強化に努める。 

   ③施設、備品の整備を行い、教育成果の向上を図る。 

   ④授業体制及び授業内容の反省と企画を行い、一層の充実に努める。 

 



   (3) 製菓技術学科 第 1 学年授業基本方針 

   ①菓子業界人、社会人として、必要な礼節、一般教養、常識を身につける。 

   ②製菓衛生師免許取得のための学習をすすめる。 

   ③和洋菓子、製パンの基礎知識、基礎技術習得のための学習をすすめる。 

   ④菓子業界の現況を認識し、就業の楽しみを理解させる。 

 

   (4) 製菓技術学科 第 2 学年授業基本方針 

   ①基礎知識、基礎技術を踏まえて応用技術に重点を置いたカリキュラムをすすめる。 

   ②製菓衛生師免許取得のための学習をすすめる。 

      ③菓子製造技能士資格修得のための学習をすすめる。 

   ④菓子業界人として時代に対応できるよう、経営一般の学習をすすめる。 

   ⑤社会人としての人間形成を図る。 

   ⑥1 学年を踏まえ、より高度な製菓技術を習得する。 

   ⑦就職活動に於いて就職率の高水準を維持する。 

 

   (5) 製パン技術学科授業基本方針 

   ①「ブーランジェ･パティスリー」の育成。 

   ②製パン、和洋製菓の基礎知識、基礎技術の習得に努める。 

   ③製パン製造技能士資格修得のための学習をすすめる。 

   ④製パン業界人、社会人として、必要な一般教養、教育をすすめる。 

   ⑤社会人として必要な礼節、一般教養、常識を身につけ人間形成を図る。 

   ⑥就職活動に於いて就職率の高水準を維持する。 

 

 

   (6) ハイテクニカル科基本方針 

   ①よりハイレベルな専門的技能･知識の習得を目指す。 

   ②工芸菓子の技術習得を目指す。 

   ③各種コンテストへの参加を目指す。 

   ④菓子製造技能検定 2 級取得を目指す。 

 

   (7) 安全及び食品衛生の強化充実に努める。 

 

   (8) 施設備品の整備を行い、教育の向上を図る。 

 

   (9) 授業体制及び授業内容の見直しとより一層の充実に努める。 

 

   (10) 進路指導(就職斡旋) 

          学生にとって継続的な良い就職結果を得るように常に前年度総合結果を検討し 
     対処する。 

 

  2. 通信教育部 

      2010 年 4 月より開始した新課程の充実と学生確保に継続努力する。 

 



  事務局 

   1. 広報課 

   (1) 本年度は１名の中途職員を採用（１名産休）しまして、人員増員の元、各科の定

員確保のために昨年企画を検討した広報課学生募集活動を第 1に企画実行を継続

して参ります。 
    そのため、(2)以下の活動を予定いたしております。 

 

   (2) 従来の学生募集の広報業務を更に抜本的に見直し、効率の良い費用対効果を考え 
     た活動を継続する。特に教育局間と意思統一を図り無駄のない活動を進める。 

 

   (3) 昨年のオープンキャンパス結果を教育局合同で見直し、厳しい時代に対応した新

企画を含んだ学生募集を行って参ります。特に、他校平均と比較して低い歩留ま

り率（来校から出願につながった割合）を向上させるため、在学生をオープンキ

ャンパススタッフとして採用し、学校に親近感を持ってもらえるように努める。 

 

   (4) 学生募集のためには、全職員一致の協力が必要であり、事務局、教育局総力を挙 
     げて取り組む。すべての職員が学生募集業務に主体的に取り組んでいくために 

     事務局は教育局と常に話し合い確認をして、よりベストなオープンキャンパスを

実施する。また、継続するコロナ渦を意識し、オンラインでの学校相談、ガイダ

ンス等遠方からも参加できる施策を実施する。 

 

   (5) オープンキャンパス参加高校生等へのフォロー･アフターケアーをシステム的に 
     行う。LINE のアカウントを活用し、参加高校生個人とのつながりを強化する。 

   
   (6) 特に近年、オープンキャンパス参加高校生の保護者の参加が増加している。 

         保護者会に力を入れ、より内容の濃い学校案内を行い、本校選択のメリットを 

     アピールし、保護者が納得してもらう学校説明を行って参ります。 

 

   2. 学生課 

   (1) 留学生の対応。留学生対策を教育局と協力し、留学生会の充実を図り、トラブ 
     ル回避に努める。 

     資格外活動の精査、長期休暇の活動確認をしながら、留学生の在校生に学校規 
     則の翻訳を頼み、ガイダンスにニュアンスの違いによるトラブルを回避してい 
     ます。また、中、台。韓、英 和菓子･製パン対訳本を作成し、授業の遅れが出な 
     いよう対応しております。 

 

   (2) 学生授業納入に関して、事務部の中で迅速なる対応を進め、教育局に定期的に 

     報告する。 

     奨学金の月毎の分納者、納入期を提出してもらい、滞納者を個々に呼び出して 

     実施しております。 
   

（3）高等教育無償化制度の申請及び運用に向けて円滑な業務運営に努める。 
 



   3. 総務課 

   (1) 財政の健全化を保つための予算適正運用、経費節減、省エネルギーに努める。 

 

   (2) 広報課企画の学生募集活動への協力をする。 

 

   (3) 時代に沿った雇用･賃金制度と評価制度を実施。 

 

   (4) 学校法人としての品格を持ち、行政への届出など業務の遂行を徹底する。 

 

   (5) 学校内のインフラ整備を予算の範囲内での充実に努める。 

     補助金を使い、電子黒板の導入を計画しております。 

 

   (6) 新たに業務分担を行い、経理兼任から総務専任の職員の下より専門的に業務を行

う。 

 

   (7) AIG 任意労災保険等に入っており、全体ミーティングにて保険担当者から説明     
し周知を予定しております。 

 


